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福島県内のカワウ（Phalacrocorax carbo）の体内に
含まれる放射性セシウム濃度のモニタリング調査
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【要　約】　2011年の東電原発事故後、淡水生態系内における放射性セシウム（Cs）汚染が強く懸念されている。
カワウ（Phalacrocorax carbo）は、淡水生態系の高次捕食者であり、水域生態系内の放射性Csの動態把握にお
いて深く関連した位置づけにあるが、これまでに福島県のカワウの 137Cs濃度に関する報告はほとんどない。
本研究では、福島県内の137Csの汚染の程度が異なる地域で捕獲されたカワウについて、137Cs濃度のモニタリン
グ調査を行い、地域による差異や他の鳥類の137Cs濃度との比較を行った。2017年から2019年に福島県の3地
域（会津、中通り、浜通り）で捕獲された42個体のカワウの筋肉中の 137Cs濃度の比較を行ったが、地域間に
よる差異は認められなかった。地域差がなかった要因として、カワウの食相の多様性や、各魚種に含まれる
137Cs濃度の違い等が考えられる。また、カワウの筋肉中の 137Cs濃度と胃内容物の 137Cs濃度の関係において、
有意性はないが、正の関係にある傾向がみられた。カワウの 137Cs濃度は、ヤマドリやカモ類と同程度であり、
キジはこれら3種に比べて有意に 137Cs濃度が低いことが確認された。
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